
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                 校 長  久々江 貴志 

「向陽台小の 6 年生は、朗らかで挨拶も礼儀も立派ですね」 

13 日（木）～14 日（金）に実施した修学旅行でホテルの方に言われた言葉です。私だけでなく、引率した教員の目から

みても 6 年生の旅行中の態度はたいへん立派でした。一方で、普段の朝のあいさつ運動では、元気のない挨拶、目が合わな

い子どもたちの姿も散見されます。 

挨拶は人と人を結ぶ最良のコミュニケーションツールです。漢字で書くと「挨」には「心を開く」、 「拶」には「接近す

る」という意味があり、「自分から心を開いて相手に近づいていく」ことが「挨拶」ということです。挨拶にはいろんな力が

宿っていると思います。 例えば、「感謝を伝えることができる」 「存在を認めているということを示すことができる」「仲

良くなるきっかけになる」「印象の良さを与えられる」「緊張をほぐせる」などです。もし挨拶というものがなかったら、人

と出会っても沈黙があるか、用件を伝えるだけの潤いのない会話があるだけです。「おはようございます」「いってきます」

「おかえり」「ありがとう」「いただきます」「ごちそうさま」「すみません」「おやすみなさい」 など、挨拶を交わすことで、

たとえ喧嘩をしたばかりの二人でも、すっかり仲直りすることもありま

す。 

「子どもにあいさつの習慣をつけさせたい！」と思った方もいるでし

ょう。でも、「あいさつしなさい！」だけでは、子どもは挨拶する気に

ならないのです。 

 まずは、親から笑顔で子どもに「挨拶」をして、子どもの存在をしっ

かり認めてあげてください。 

「私はあなたがそこにいることを知っているよ」 

「気がついているよ」「いつも気にかけているよ」 

たくさんの存在承認を子どもに投げかけてあげてください。その親からの存在承認が伝わったときに、子どもは自分から 

挨拶したくなるはずです。 

お子さんに「挨拶」の意味を伝える時には参考にしてみて下さい。学校でも、引き続き挨拶を大切に、そして学校を向上

させる力があると信じ、私も子どもたちに負けないよう、心を込めてしていきたいと思います。 

さて、いよいよ明日から夏休みに入りますが、夏休み中は、学校生活から長期間離れることにより気持ちが緩み、生活が

不規則になりがちです。家庭で勉強する時間や運動する時間、睡眠時間、帰宅する時刻、テレビやゲームの時間などの目安

を決め、しっかり守るようにお子さんと約束するなどご指導をお願いします。火遊びや危険な遊びをしないこと、水難事故

や交通事故には十分注意することなど、「命の大切さ」もあわせてご指導いただき、子どもたちが健康的で安全に、そして

有意義に夏休みを過ごせるようご支援ください。そして、8 月 17 日（木）にすてきな「おはようございます！」が響くこ

とを期待しています。 
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＜学校教育目標＞ 
○すすんで考える子 

○すなおで思いやりのある子 

○ねばり強くやりぬく子 

◎明るくたくましい子 

令和 5年 7月 21日発行 

 

修学旅行 楽しんできました！ 
７月１３日～１４日、６年生が修学旅行に行ってきま

した。実行委員会を組織し、各係を中心に少しずつ計画

や準備を進め、1泊２日の旅行を楽しんで来ました。 

１日目は、ニセコでアスレチックやラフティングを満

喫し、２日目は小樽市内で体験的な自主研修を行いまし

た。自主研修では、各班それぞれで計画した内容をしっ

かりと取り組み、充実感・達成感を味わっていました。 

今回の学習を通して、自分のことだけではなく、学級

全体のことを考えられる広 

い心、仲間のよさや優しさ 

を知り、互いに助け合う姿 

が随所に見られ、絆が深ま 

るかけがえのない体験がで 

きました。 

《学 校 閉 庁 日 の お 知 ら せ》 

令和５年 ８月１０日（木）～１５日(火) 

 上記の期間、学校は閉庁となりますので、あらかじめご承

知おきください。宜しくお願い致します。 

     夏休みの過ごし方   
夏休みを目前に控え、その過ごし方等について各学級

でも指導しているところですが、長期間の休みはとかく
生活習慣が乱れがちになるものです。特に、端末（スマ
ホ等）の使用時間や使い方について家庭でのルールを決
め、保護者の管理の下に利用させるようにしてくださ
い。また、夏休み中の生活に関わり、留意すべきことを
以下に記しましたので、併せて家庭での指導を宜しくお
願い致します。 
■規律ある生活を送りましょう 

・規則正しい生活（早寝・早起き・朝ごはん）をしましょう。 

・毎日時間を決めて、学習に取り組みましょう。 

■交通安全に気を付けましょう 

・自転車の乗り方や横断歩道の渡り方について、 

ご家庭でも、ご指導をお願い致します。 

■海や川、プール等での水の事故に気を付けましょう 

■野外活動における事故に気を付けましょう 

■花火の取扱における事故に気を付けましょう 

日 曜日 令和5年度 学　校　行　事 2023年度
1 火

2 水

3 木

4 金

5 土

6 日

7 月

8 火

9 水

10 木 学校閉庁日①

11 金 山の日

12 土

13 日

14 月 学校閉庁日②

15 火 学校閉庁日③

16 水 転入児童受入

17 木 夏休み明け学校開始　放送ミニ集会　夏休み図書返却

18 金 委員会　学級文庫配置　夏休み作品展（～２５日）

19 土

20 日

21 月 スクールカウンセラー来校

22 火

23 水 向陽っ子タイム（クリーン作戦）

24 木 いじめをなくしたいプロジェクト

25 金 宿泊学習　５年　１日目

26 土 宿泊学習　５年　２日目

27 日

28 月
５年生宿泊学習の振替休業日　　４年生食の指導
給食費振替日

29 火 あおぞら探検隊（職業体験）

30 水 向陽っ子タイム（自主活動）

31 木

８月の課業日のどこかで、地

震を想定した「避難訓練」を

行います。

子ども相談支援センター相談窓口のお知らせ 

北海道教育委員会では、いじめや不登校などに関する

悩み、子育て・しつけなど家庭教育に関する悩みなどの相

談窓口（子ども相談支援センター）があります。連絡先は次の

通りです。 

電話相談  ：０１２０－３８８２―５６ （無料・２４時間受付） 

メール相談：doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp 

来所相談 ：道庁別館８階（１０：００～１６：００）   

：北海道立教育研究所（０１１－３８６－４５２０） 

  

「支笏湖」学習 ７月４日（火） 

 ３年生が、「支笏湖ビジターセンター」に行き、支笏

湖の自然について学んできました。センターでは、支

笏湖の成り立ちや動植物等について学び、その後、支

笏湖の湖畔に出て「バード 

ウォッチング」をしました。 

なかなか鳥が見つからず苦労 

しましたが、支笏湖の雄大な 

自然を満喫することができま 

した。 

  

 

おめでとうございます！！  北海道自然環境局主催

の「野鳥絵画展」で、４年生の〇〇〇〇さん、〇〇〇〇

さん、〇〇〇〇さん、〇〇〇〇さんの絵画が「優秀賞」

に選ばれました。おめでとうございます！ 

『あいさつ』 ※ある小学生の詩です 

「おはよう」というと目がさめる  

「いただきます」というとおなかがすく 

「いってきます」というとげんきになる  

「ありがとう」というときもちがいい  

「ごめんなさい」というとほっとする  

「おやすみなさい」というといいゆめみられる  

あいさつってうれしいな 

 


